
特別集会 2026            信者と罪          2026年 11月 8日 

 

Ariel’s Bible Commentary “Hebrews-James-1&2Peter-Jude “ C＆S Vol.6 “Man and Sin“  

 Arnold G. Fruchtenbaum, TH.M., PH.D. 

□プログラム 2026年 11月 8日 10：30～15：30 

 時刻 項目 細目 

 9時 準備奉仕者集合 会場設営・音響機器設置・リハーサル 

1 10時 30分 開会 祈り  

2 10時 35分 賛美①（15分）  

3 10時 50分 メッセージ① 30分・休憩 10分 

4 11時 30分 メッセージ② 30分 

5 12時 昼食休憩（60分）  

6 13時 メッセージ③ 25分・小休憩 5分 

7 13時 30分 質疑応答（40分）  

8 14時 10分 休憩・準備（15分） 聖餐式準備、アンケート記入も 

9 14時 25分 聖餐式（15分）  

10 14時 40分 賛美②（15分）  

11 14時 55分 祝祷  

12 15時 閉会 （遅くとも 15時 30分まで） 

 

□メッセージ①「信者と罪」のアウトライン                     （P.1～6） 

1. 信者になっても罪の性質は内側にあり、具体的な罪を犯すことがある 

2. 信者は、自分の内側にある罪の性質にどのように向き合うのか 

3. 信者が罪の性質に従ってしまい、具体的な罪を犯してしまったのに、それをそのままに

しておくと、どうなるか 

 

□メッセージ②「罪の対処」のアウトライン                     （P.7～9） 

1. 罪を犯してしまったときに、信者はどう対処したらよいのか 

2. 罪を犯したとわかるためには、どうしたらよいのか 

3. 罪の性質に従わず、新しい性質に従って歩む力はどこから来るのか 

 

□メッセージ③「メシアの律法 ペテロの手紙第一から」のアウトライン  （P.10～12） 

1. 日常生活での心得（2：11～12） 

2. 政府との関係（2：13～17） 

3. 奴隷の立場にある信者に対して主人との関係について（2：18～25） 

4. 夫婦関係（3：1～7） 

5. 信者同士の関係（3：8） 

6. 悪口を言われたり侮辱されたりしたときの対応原則（3：9） 

7. 信仰生活の目標：「いのちを愛し、幸せな日々を見よ」（3：10～12） 


